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　世界の名車が日本各地を巡る「ラフェスタ ミッレ ミリア
2018」が開催されました。
　震災以降、東北は走行ルートから外れていましたが、約８
年ぶりに東京・裏磐梯ルートが復活しました。
　イベント2日目の10月20日（土）には、チェックポイントであ
る役場本庁舎をドライバー達が次 と々訪れ、村長から記念品
として村の特産品や社会福祉協議会で製作したお守りをお
渡しました。
　また、当日はレトロバス「森のくまさん」の展示や、大塩川前
神楽による道中の安全を祈念した舞も披露され、村内外から
見学に訪れた観客で賑わいました。
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きたしおばらトピックス

介護予防推進活動知事賞「奨励賞」受賞10月8日（月）
　「裏磐梯長寿会　芸能部」のみなさんは、日頃の介護予防活動や世代間交流などの活動が評価され、「奨
励賞」を受賞されました。
　表彰式は、１０月８日にビッグパレットふくしまで開催された「健康長寿いきいき県民フェスティバル」におい
て行われ、県内から知事賞２団体、奨励賞２団体の併せて４団体が表彰されました。
　会場では、代表の小椋三枝子さんはじめ部員の皆さんが日頃の活動報告を行い、「桧原ふるさと音頭」の
踊りを披露しました。
　これからも健康長寿を目指し元気に活動を続けてください。おめでとうございました。

▲村長へ受賞を報告 ▲ビックパレットふくしまにて
　受賞された芸能部の皆さん

▲実践報告「桧原ふるさと音頭」の披露

１００台を超えるクラシックカーが村内各所を疾走10月20日（土）
　今回８年ぶりに裏磐梯ルートが復活した「ラフェスタ　ミッレ　ミリア」。チェックポイントの村役場には、村
民や県内外のファンが多数駆けつけ、ドライバーに声援を送りました。

▲観客が待ちわびた先頭ドライバーが
到着

▲旗を振ってドライバーを歓迎 ▲大塩川前神楽による安全祈願の舞

▲小椋ミサヲさんと社会福祉協議会が
制作した安全祈願のお守りは、ドライ
バーにとても喜ばれました

▲イベントに合わせ特別に展示されたレトロバス「森のくまさん」。来場者の注目
を集めました
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きたしおばらトピックス

平成３０年度北塩原村消防団秋季検閲10月28日（日）

ザル菊が見ごろを迎えています
　今年、生涯学習センターの隣の圃場に定植したザル菊が無事に咲きま
した。昨年から川前に植えているザル菊も咲いており、見頃は 11月の初
旬から中旬頃になります。
　花の色は赤、白、黄、ピンクなどあり、同じ色の花でも濃淡や形の異
なるものもあります。
　実際に花を見て、育ててみたいと思われた方は農林課（TEL：
0241-23-1334）までご連絡ください。その際に育てたい花の色も教え
ていただければ、来年その苗をお渡ししたいと思います。

　また、川前のザル菊圃場を過ぎて、上川前に向かうと「エミュー試験
飼育場」があります。柵の中に入れませんが、エミューも順調に成長し
ていますのでぜひ見に来てください。

▲11月1日ザル菊開花状況

▲ザル菊圃場へのアクセス

▲分列行進の様子

人権啓発活動10月28日（日）
　人権啓発活動は、10月28日、道の駅裏磐梯で北塩原村・喜多
方市・西会津町の人権擁護委員12名が参加し実施されました。
　当日は天候にも恵まれ、多くの人で賑わう道の駅で人権擁護の
キャラクター「マモルくん」「あゆみちゃん」と一緒に人権について
呼びかけました。
　悩み事がありましたら下記にお電話ください。秘密は守られま
す。相談は、人権擁護委員及び法務局職員が対応しますので、お
気軽にご相談ください。

みんなの人権 110番　　　☎0570-003-110
子どもの人権 110番　　　☎0120-007-110
女性の人権ホットライン　　 ☎0570-070-810

▲活動に参加された皆さん

　村消防団秋季検閲が 10月 28日、北山地区
で行われ、消防団員及び婦人消防隊合わせて
124名が参加しました。
　検閲に先立ち、構造改善センター前での閲
団式、分列行進が行われた。その後、村民グラ
ウンドにおいて、無火災祈願、村長・団長訓示
のあと、通常点検や規律訓練、機械器具点検が
行われ、団員らはきびきびとした動きで日頃
の訓練の成果を十分に発揮し、火の守りの誓
いを新たにしていました。
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　公益財団法人福島県老人クラブ連合会主催による第22回福島
県高齢者芸能発表大会が、福島市の「とうほう・みんなの文化セン
ター大ホール」にて10月12日（金）に開催されました。
　当日は北塩原村長寿会がバス２台を連ねて46名が参加、演目
発表の桧原スポーツ民謡愛好会は12名が大会に参加、午前10時
前に会場に到着し、会場駐車場に大会参加の県内市町村のバス
が集合した様子は壮観でした。
　大会には県内各地より43団体1300名が参加、大ホールで市
町村ごとに分かれ着席し、午前10時に始まり、桧原スポーツ民謡
愛好会「火の国太鼓」は11番目、午前11時過ぎの出番となり、緊
張の中控室にて準備を整え、いざ本番。昨年秋より練習を積み重
ねてきたかいもあり、無事見事に踊り終え、緊張感から解放され安
堵の表情の中で、会場正面玄関前にて記念撮影をし、お昼には会
場にてお弁当をいただき、午後からは他団体の演目を楽しみ、午後
3時30分に終了し、帰路につきました。
　昨年秋より始めた練習もこの大会発表にて一区切りとなり、皆
さん肩の荷が下りたのかお疲れの様子でしたが、晴れやかで満足
感溢れる表情で帰宅されました。
　私も毎回練習に参加させてもらい、気持ち良く練習いただけるよ
うに会場や音源の準備、踊りの写真や動画を撮り参考にしてもら
う、踊りの道具の繕いなども皆さんと楽しみながら取り組ませてい
ただき、ありがとうございました。

　第34回 交流推進員の小山則彦です。
　今回は地区内交流のお手伝いをしている桧原長寿会（桧原・金山・早稲沢地区）が、福島県高齢者芸能発表大会に
て、北塩原村長寿会から桧原スポーツ民謡愛好会として演目（踊り）「火の国太鼓」を発表したご報告をいたします。

■地域おこし協力隊活動報告■

■第22回 福島県高齢者 芸能発表大会

Monthly Reporter
小山　則彦
こやま　のりひこ

▲会場正面玄関 ▲演目終了後会場正面玄関にて

▲会場大ホール控室にて

▲会場大ホールにて演目披露

林野庁長官賞受賞！
　平成30年10月19日（金）に実施された福島県きのこ品
評会において、本村の遠藤栄久氏が、「なめこ・ひらたけ」
部門で最高賞となる林野庁長官賞を受賞されました。
　この品評会は、福島県森林・林業・緑化協会主催で、遠
藤氏の「なめこ」が、県内から出品された「なめこ」２２点、「ひ
らたけ」１５点の中から選ばれました。おめでとうございま
す。
　
【問い合わせ先】
農林課　☎０２４１－２３－１３３４
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　一般会計の当初予算額は31億9,916万円ですが、前年度からの繰越（裏磐梯観光施設再生整備事業、
村道秋元線「秋元橋」、林道施設災害復旧工事等）2億934万円のほか、補正予算（二酸化炭素排出抑制対
策事業、サイクルツーリズム推進事業、公共施設雪害修繕工事等）6,153万円が加わり、総額で34億7,003
万円となっています。
　一般会計の執行状況は、歳入が16億5,165万円（予算対比47.6％）の収入、歳出は18億3,871万円（予
算対比53.0％）の執行となっています。 

歳 　 入

村 税

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

村 債

そ の 他

合 　 　 　 計

予 算 総 額

4億4,985万円

2,683万円

5,263万円

13億2,835万円

3億185万円

1億4,082万円

3億2,238万円

2億866万円

5億4,240万円

9,626万円

34億7,003万円

収 入 済 額

3億1,906万円

704万円

3,171万円

9億6,520万円

5,247万円

1,070万円

0万円

2億4,036万円

0万円

2,511万円

16億5,165万円

収 入 率

70.9%

26.2%

60.3%

72.7%

17.4%

7.6%

0.0%

115.2%

0.0%

26.1%

47.6%

歳 　 出

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

そ の 他

合 計

予 算 総 額

5,712万円

5億9,141万円

4億4,744万円

3億9,592万円

1億8,571万円

4億1,762万円

4億8,069万円

1億4,290万円

3億4,832万円

354万円

3億9,139万円

797万円

34億7,003万円

執行（契約）額

2,974万円

3億987万円

1億8,895万円

1億1,467万円

9,546万円

3億2,642万円

2億8,714万円

8,196万円

2億862万円

272万円

1億9,316万円

0万円

18億3,871万円

52.1%

52.4%

42.2%

29.0%

51.4%

78.2%

59.7%

57.4%

59.9%

76.8%

49.4%

0.0%

53.0%

執行
（契約）率

国民健康保険事業費特別会計

簡 易 水 道 事 業 費 特 別 会 計

特定環境保全下水道事業特別会計

簡易排水施設事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

　 合 計 　

3億6,997万円

1億9,433万円

3億1,124万円

285万円

4,892万円

3億4,452万円

2,902万円

13億85万円

1億5,506万円

2,298万円

3,290万円

18万円

240万円

1億3,802万円

909万円

3億6,063万円

41.9%

11.8%

10.6%

6.3%

4.9%

40.1%

31.3%

27.7%

1億3,171万円

8,378万円

1億5,830万円

125万円

2,541万円

1億6,025万円

887万円

5億6,957万円

35.6%

43.1%

50.9%

43.9%

51.9%

46.5%

30.6%

43.8%

会　計　区　分 予算総額 収入済額
歳　　　入 歳　　　出

収入率 執行（契約）額 執行
（契約）率

平成30年度
上半期（4月～9月）予算の執行状況

～各会計の予算の執行状況についてお知らせします～

一　般　会　計

特　別　会　計



2018.11　広報きたしおばら　６

教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236

　9月29日（土）生涯学習センターにおいて「感覚遊
び」が開催されました。
　講師にはA-Yoga Mind and Body Movement 
Therapyインストラクターの鈴木史江さんをお招
きし、触覚などの人が感じる「7つの感覚」は人に
よって感じ方が違うため、親子のふれあいを通して
子どもの「好きな感覚」、「嫌いな感覚」を見つけてあ
げることなどを学びました。
　参加者は手遊びなどを通して親子のふれあいを
楽しむとともに、子どもの感覚を感じ取るなど有意
義な時間となりました。

　おやこCOOKINGが村保健センターで行われ親
子合わせて約20名の参加がありました。
　村管理栄養士の管家さんによる「食べ物に関する
おはなし」と題したミニ講話を聞いた後、調理実習
を行いました。メニューは『カラフル野菜のカップ
ケーキ・カップサラダ・オニオンスープ・フルーツ
のスムージー』の４品を作りました。おやこで調理の
楽しさを体感し、美味しく、楽しくいただきました。

おやこCOOKING

▲調理の様子

　第18回村長杯ふれあいグラウンドゴルフ大会は
10月8日（月）、いこいの森グリーンフィールドふれ
あい広場にて開催されました。
　7歳～ 85歳までの52名が優勝目指してプレ－し
ました。
　ホールインワンが出ると会場からは歓喜の声が
上がるなど、参加者は楽しんでいました。また、競技
終了後には村老人クラブ連合会の方々が作った特
製豚汁を味わいながら表彰式を行い、参加者は温か
い豚汁と賞品に喜んでいました。

第18回 村長杯ふれあいグラウンドゴルフ大会

▲表彰式の様子
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生涯学習だより

今後予定している公民館事業のお知らせ お気軽に村公民館までご連絡ください。

　来年度の小学校新入生の保護者を対象とした子育て講座は10月
12日（金）さくら小学校にて開催されました。家庭教育インスト
ラクタ－の佐藤房枝さんを講師にお招きし、「みんなで語ろう！
楽しい子育て」と題して、班ごとに意見を出し合うグループワー
ク形式での講座を行いました。参加者は講師の声に耳を傾けなが
ら、活発に意見交換をしていました。

☆人形劇鑑賞会☆
　10月17日（水）裏磐梯幼稚園において人形劇観賞会が開催さ
れました。講師には、人形劇団の〝メープルシロップ〟をお招きし、人
形劇「三枚のお札」などが行われました！
　迫力ある人形に驚いて逃げる子どももいましたが、参加した子ど
も達は人形劇のお話の世界に夢中になり、楽しんでいました♪

　青年交流促進事業は、10月13日（土）、山形県南陽市でのイベント
「ワクワク！青年きくらら祭」に参加する形で行われました。
　当日は村から北塩原若者交流の場、和DO改珍、じゅんさい寿限無
の３つの青年団体が合同でブースを出店し、山塩やきとりや高原だ
いこんなどを販売しました。また、イベント終了後には栃木県日光市、
山形県南陽市と川西町の各青年団体と今後の地域活性化に向けた
意見交換などを通して交流を深めました。

①第３０回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
　○日程：１１月１８日（日）
　○場所：白河市他
②西会津町・北塩原村ビーチボールバレー交流大会
　○日程：１１月２５日（日）
　○場所：活性化センター　

　第５回市町村対抗福島県ソフトボール大会は10月13日（土）
から相馬光陽ソフトボール場で開催されました。村代表チーム
は翌14日（日）に伊達市と対戦し、満塁で先制点のチャンスを
作る場面などもあり健闘しましたが、０対７で敗れました。
　応援にかけつけていただいた皆さん、ありがとうございまし
た。

第５回市町村対抗福島県ソフトボール大会第５回市町村対抗福島県ソフトボール大会

③ブックスタート
　○日程：１２月６日（木）
　○場所：保健センター

▲人形劇「三枚のお札」の様子

▲イベントにおけるブース出店の様子

▲最後まであきらめず健闘しました。

青年交流促進事業

家庭教育支援事業

幼児教育支援事業
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ランチを食べながら学ぼう！糖尿病・高血圧予防のための「食事勉強会」

健康的な食生活のポイントを管理栄養士と一緒に
お昼を食べながら学んでみませんか？
テーマ「ごはんや塩分の適量を知ろう」

○村相談窓口
　住民課　医療福祉班　 ☎２３-３１１３
　　　　　健康づくり班  ☎２８-３７３３

・血糖値や血圧が高めの方
・美しく健康的なカラダになりたい方
・減塩の仕方や適量がわからない方
・家族の健康のために学びたい方
　そんな方々におすすめの互いに学び合うため
　のランチ勉強会です
●開催日・会場
　11月25日（日）構造改善センター
　11月28日（水）生涯学習センター
　12月2日（日）自然環境活用センター
　12月5日（水）桧原集会所

●時　間　12:00～13:00
●持ち物　普段使っている自分のご飯茶碗
●参加費　５００円
●完全予約制（各会場定員２０名）
　※お早めにお申し込みください
●申し込み
保健センターへ１１月２０日（火）までにお申
し込みください。
●申し込み・問い合わせ
　住民課健康づくり班（保健センター）
　☎0241（28）3733

11月は児童虐待防止推進月間です。
～ 未来へと 命を繋ぐ １８９（いちはやく）～

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる、
家の外にしめだす　など

身体虐待

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする　など性的虐待

言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に
対して暴力を振るう（DV）　など

心理的虐待

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重
い病気になっても病院に連れていかない　など

ネグレクト
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・村補助対象者の自己負担・・・￥1,000（生後６ヵ月～中学生まで、高齢者）
・一般の方・・・￥4,500（税込み）
その他の方、ご不明の方は当院へお問い合わせください。

11月からインフルエンザ予防接種が受けられます。お電話してからご来院ください。
保険証・問診票（配布されている方はご記入の上）をご持参ください。

「超音波（エコー）検査」とは、超音波を用いて体の内部を観察する検査方法です。
検査する箇所にゼリーを塗って、その上から端末機を当てて体の中を見ます。検査機器の特徴を生か
した検査を行うことで、より正確な診断へとつなげることを目指しています。

裏磐梯診療所でインフルエンザ予防接種が受けられます

新しい超音波（エコー）検査機器が入りました

●開催日時・会場
　平成３０年１１月２５日（日） 北山　構造改善センター
　平成３０年１２月２日（日） 裏磐梯　自然環境活用センター
　開催時間　１０：００～１１：４５

●内容
〔講演会〕  「高血圧と合併症」
　講　師 　南東北裏磐梯診療所　院長　荒川　真之　先生
〔運動指導〕　「高血圧・メタボ予防と運動」
　講　師　　　 あきもと整形外科クリニック 理学療法士
　　　　　　　 小檜山　亮　先生（11/25北山）
　　　　　　　 上野　博昭　先生（12/2裏磐梯）
　※軽い運動をしますので動きやすい服装でお越しください。

●参加無料
　どなたでも参加できます。（申込み不要）
　お誘いあわせのうえご参加ください。

●問い合わせ
　住民課健康づくり班（保健センター）　☎0241（28）3733
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福
島
地
方
法
務
局
及
び
福
島
県
人
権

委
員
連
合
会
で
は
、12
月
４
日
か
ら
12
月

10
日
ま
で
を「
第
70
回
人
権
週
間
」と
し
、

積
極
的
な
啓
発
活
動
及
び
相
談
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
に
限
ら
ず
、電
話
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、悩
み
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
左
記
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。相
談
は
、人
権

擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が
対
応
し

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番　

　

０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

●
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
を「
税
を
考

え
る
週
間
」と
し
て
、国
民
の
皆
様
に
国

民
生
活
と
税
の
関
わ
り
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、様
々
な
税
情
報
提
供
や
、税

務
行
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
を

お
寄
せ
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一環
と
し
て
、下
記
の
行
事
を
開
催

し
、将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
税
に
関

す
る
作
品
の
展
示
や
税
理
士
に
よ
る
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

「
み
ん
な
の
税
の
広
場
」

●
日
時

お
知
ら
せ

火
災
予
防
週
間

喜
多
方
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
70
回
人
権
週
間

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

国
民
健
康
保
険
税

 

（
４
期
分
）

介
護
保
険
料
 （
４
期
分
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

（
４
期
分
）

住
宅
使
用
料
 （
11
月
分
）

上
下
水
道
使
用
料

 

（
10
月
分
）

戸　籍　の　窓　口
平成30年11月1日現在　　※（　）は前月比

今
月
の
納
税
な
ど

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、

簡
単・便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！！ ●人　口　　男…… 1，426人

　　　　　　女…… 1,366人
　　　　　　計……2,792人（前月比▲5）
●世帯数……………１,０78戸（前月比▲3）
●転　入…    7人　●転　出…    12人
●出　生…    4人　●死　亡…    4人

お悔やみ申し上げます
髙　橋　　一　〈89歳〉　（　平　・父）大塩下区
五十嵐　ヨシミ〈94歳〉　（正　典・母）大 久 保
五十嵐　寅　𠮷〈87歳〉　（善　清・父）上 川 前
星　　　好　江〈79歳〉　（俊　雄・父）北山三区

　

11
月
10
日（
土
）〜
11
月
18
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
９
時

※

11
月
16
日（
金
）は
除
く

●
場
所

　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店
２
階

　

特
設
会
場

●
展
示
作
品

　

小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
全
作
品

　

納
税
標
語
全
作
品

　

小
学
生
の
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

　

優
秀
作
品

　

中
学
生
の
税
の
標
語
優
秀
作
品

　

中
学
生・高
校
生
の
税
に
関
す
る

　

作
文
優
秀
作
品

「
税
理
士
に
よ
る
税
の
無
料
相
談
」

●
日
時

　

11
月
17
日（
土
）午
前
10
時
か
ら

　

午
後
４
時
ま
で

●
場
所

　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店

　

２
階
特
設
会
場
内
ブ
ー
ス

●
連
絡
先

　

喜
多
方
税
務
署
総
務
課

　

☎
０
２
４
１（
24
）５
０
５
０（
代
表
）

●
平
成
30
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

●
期
間

　

11
月
９
日（
金
）か
ら
11
月
15
日（
木
）

ま
で
の
七
日
間

●
統
一標
語

　
『
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

　

火
の
確
認
』

●
運
動
の
重
点

　

住
宅
防
火
対
策（
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
の
徹
底
）

　

全
て
の
住
宅
に
は
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
で
大
切
な
命
を
失
わ
な
い
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

喜
多
方
消
防
本
部
消
防
課

　

☎
０
２
４
１（
22
）６
２
１
３

●
応
募
先・お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

会
津
若
松
出
張
所

　

〒
９
６
５
ー
０
８
２
５

　

会
津
若
松
市
門
田
町
黒
岩
字
大
坪

　

57
ー
１

☎
０
２
４
２（
27
）６
７
２
４

お誕生おめでとう！
石　井　希　空（男・佑　枝）北山二区

平　野　葵　生（男・　亘　）上川前

内　田　華奈未（女・秀　人）松陽台

美　野　莉亜奈（女・聖　光）松陽台

あの

あ お い

か な み

り あ な

税
を
考
え
る
週
間

　

今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

11
月
22
日（
木
）　

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分　

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー（
北
山
）

　

☎
24
―
４
９
１
１　

行
政
相
談
委
員　

髙
橋　

光
秋

　　

行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を

受
け
付
け
、解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

１１月１１日（日） （医）福田耳鼻咽喉科醫院 …………☎24-4187
１１月１８日（日） （医）藤井医院 …………………………☎23-0023
１１月２３日（金） （医）喜多方腎・泌尿器科クリニック …☎23-5531
１１月２５日（日） （医）内科消化器科みつはし医院 ……☎21-1311
１２月  ２日（日） （医）山田産婦人科医院 ……………☎22-3032
１２月  ９日（日） ゆうゆうクリニック …………………☎22-2111
１２月１６日（日） 渡辺小児科医院 ……………………☎22-3133

１１月１１日（日） 有隣病院 ……………………………☎24-5021
１１月１８日（日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321
１１月２３日（金） 有隣病院 ……………………………☎24-5021
１１月２５日（日） 会津医療センター ………………☎0242-75-2100
１２月  ２日（日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321
１２月  ９日（日） 有隣病院 ……………………………☎24-5021
１２月１６日（日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321

今
月
の
行
政
相
談

高
等
工
科
学
校
生
徒

推　

薦

一　

般

募集職種 資　格 受付期間 試験期日 将来の展望
男子中卒（見込み含
む）１７歳未満の、成
績優秀かつ生徒会
活動等に顕著な実
績を納め、学校長が
推薦できる者

将来、陸上自衛隊
において、高機能
化・システム化さ
れた装備品を駆
使・運用するととも
に、国際社会にお
いても自信を持っ
て対応できる自衛
官となる者を養成
するため中学校卒
業等を対象に採
用する制度です。

男子中卒（見込み含
む）１７歳未満の者

平成30年
１１月１日
～

11月30日

平成30年
１１月１日
～

平成３1年
１月7日

平成31年
１月５日～７日

（いずれか１日を指定）

１次試験
平成31年１月19日

２次試験
平成３1年
２月１日～４日

（いずれか１日を指定）
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村の情報案内板
　

原
発
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
で
、「
東

京
電
力
か
ら
示
さ
れ
た
金
額
で
は
納
得

で
き
な
い
方
」「
東
京
電
力
か
ら
賠
償
さ

れ
な
い
」な
ど
お
困
り
の
方
。中
立・公
正

な
国
の
機
関
で
あ
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
が

無
料
で
和
解
仲
介
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
11
月
よ
り
、一箕
町
松
長
の
Ａ
Ｄ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
会
津
支
所
が
、大
熊
町
役
場
に

出
張
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き

11
月
14
日（
水
）、28
日（
水
）、12
月
12

日（
水
）、26
日（
水
）

※

い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
、予
約
は
不
要
で
す
。

●
と
こ
ろ

　

大
熊
町
役
場 

会
津
若
松
出
張
所

　
（
旧
学
鳳
高
校
跡
）

●
注
意
点

　

11
月
よ
り
、毎
週
水
曜
日
、一
箕
町
松
長

の
支
所
で
の
業
務
を
お
休
み
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０（
３
７
７
）１
５
５

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、労
働
保
険
の
加
入

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
。

　

１１
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期

間
」で
す
。

　

正
社
員
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、

雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、一人
で
も
労
働

者
を
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、労
働
保
険

（
労
災
保
険・雇
用
保
険
）に
加
入
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、下
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

室（
☎
０
２
４（
５
３
６
）４
６
０
７
）又

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、公
共
職

業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

　
一
般
社
団
法
人
喜
多
方
労
働
基
準
協
会

で
は
、「
働
き
方
改
革
」を
よ
り
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、下
記
研
修
会
を
開
催

し
、魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
推
進
い
た

し
ま
す
。

●
日
時

　

平
成
30
年
11
月
20
日（
火
）

　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所

　

会
津
い
い
で
農
協
会
館（
喜
多
方
市
岩
月
町
）

●
参
加
費

　

無
料（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

●
そ
の
他

当
日
は
、喜
多
方
労
働
基
準
監
督
署
、働

き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当

者
が
説
明
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人
喜
多
方
労
働
基
準
協
会　

　

☎
０
２
４
１（
22
）４
１
４
６

　

賃
金
未
払
い
、解
雇
、退
職
、パ
ワ
ハ
ラ

な
ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
困

り
ご
と
や
疑
問
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日

　

１２
月
１６
日（
日
）

現
地
相
談
会

●
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所

県
労
働
委
員
会
事
務
局（
福
島
市
中
町
８

-

２　

県
自
治
会
館
４
階
）ま
た
は
南
相

馬
市
労
働
福
祉
会
館（
南
相
馬
市
原
町
区

北
町
５
３
７
）

●
そ
の
他

原
則
と
し
て
事
前
予
約
制
で
す
。（
☎
０

２
４（
５
２
１
）７
５
９
４
）予
約
は
、12

月
14
日（
金
）17
時
15
分
ま
で
受
付
。

電
話
相
談

●
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

●
連
絡
先

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
５
９
４

　
（
県
内
全
域
対
象
）

●
お
問
合
せ

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

福
島
市
中
町
８-

２　

県
自
治
会
館
４
階

　

☎
０
２
４（
５
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村長室へようこそ！

●問合せ　企画室　☎23─3112

　村長とお話しませんか。下記の
日程で村長室を開放しますので、
お気軽にお越しください。
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ブロック塀の安全対策について
　今、ブロック塀の倒壊により大きな被害や事故が起きています。
　国土交通省では、既設の塀の安全対策のため「ブロック塀の点検チェックポイント」を作成しました。
ブロック塀を所有されている方は、下記のチェックポイントを用いて安全点検を行っていただくようお願
いいたします。
　また、点検の結果、危険が確認された場合には、付近通行者への速やかな注意表示や、補修・撤去等
を行っていただくようお願いいたします。

ブロック塀をまず外観で1～5をチェックしひとつでも不適合がある場合や分からない場合には、専門家
に相談しましょう。

1、 塀は高すぎないか
　塀の高さは地盤から2.2ｍ以下か。
2、 塀の厚さは十分か
　塀の厚さは10cm以上か。（塀の高さが2m超2.2m以下の場合は15cm以上）
3、控え壁はあるか。（塀の高さが1.2m超の場合）
　塀の長さが3.4ｍ以下ごとに、塀の高さの5分の1以上突出した控え壁があるか。
4、基礎があるか
　コンクリートの基礎があるか。
5、塀は健康か
　塀に傾き、ひび割れはないか。
　

6、塀に鉄筋は入っているか
・塀の中に直径9mm以上の鉄筋が縦横とも80ｃｍ間隔以下で配筋されており、縦筋は壁頂点部及
び基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか。
・基礎の根入れ深さは30cm以上か。（塀の高さが1.2m超の場合）

安全点検のためのチェックポイント

[専門家に相談しましょう]

［問い合わせ］建設課　☎23-3261
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１.入園対象児童
村内に住所を有し、保護者や同居の親族等が働いていることなどにより、保育ができない生後８週以上の乳幼児が対象です。

２.募集人数
０歳児：若干名　　１・２歳児：若干名

３.申込方法
次の書類を役場住民課窓口に提出してください。
①施設型給付費・地域型保育給付費等支給認定申請書
②保育所入所申込書
③在職証明書
④課税証明書（平成３０年１月１日現在で住所が村外の方）
⑤通知カード又は個人番号カード
※入園申込に必要な書類は、役場窓口・裏磐梯合同庁舎・芙蓉保育園に備えてあります。

４.申込受付期限　平成３０年１１月３０日（金）
５.保育認定と入園承諾
提出書類を審査の上、保育認定を行います。保育園の空き状況により希望に添えない場合や待機となることがあります。書
類不備や記入漏れがある場合は、受付できないことがありますのでご注意ください。入園の可否については後日お知らせし
ます。

６.問い合わせ
不明な点は下記まで問い合わせください。
住民課医療福祉班　☎２３－３１１３　　　芙蓉保育園　☎２３－５２３３

平成31年度
芙蓉保育園入園児童を募集します!!

平成31年度の村内幼稚園入園児童を募集します。入園を希望される方は、通園区域の幼稚園で申込の手続きをして
ください。

◆ 園児の通園区域
【さくら幼稚園】・大字下吉　・大字北山　・大字関屋　・大字大塩
【裏磐梯幼稚園】・大字桧原
◆ 入園対象児
村内に住居がある、３歳児～５歳児が対象です。
・３歳児（平成31年度に４歳を迎えるお子様）　平成27年４月２日～平成28年４月１日生
・４歳児（平成31年度に５歳を迎えるお子様）　平成26年４月２日～平成27年４月１日生
・５歳児（平成31年度に６歳を迎えるお子様）　平成25年４月２日～平成26年４月１日生
◆ 提出書類（各幼稚園に備えてあります。）
・入園志願書
・施設型給付費・地域型保育給付費等支給認定申請書
◆ 提出先　各幼稚園または教育委員会
◆ 提出期限　平成30年11月30日（金）
◆ 問い合わせ
・教育委員会教育班　☎23-5237
・さくら幼稚園　　　☎22-3022
・裏磐梯幼稚園　　　☎32-2608

平成31年度　幼稚園入園児募集のお知らせ
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裏磐梯ビジターセンター　　 32-2850

▲ついている様子

▲ズボンについた実

▲ヌスビトハギの実

～磐梯山と信仰の山々～
天高くそびえ立つ「イワハシ山」

植物のタネ　ヌスビトハギ（盗人萩）

vol.95

　ヌスビトハギの名前の由来は、果実の形を忍び足で歩く盗人の足の形に見たてたといいますが、
異説もあるようです。
　節果の表面に密生したカギ状の毛で、動物などにくっつき運んでもらうので、ひっつき虫ともいわ
れるようです。
　実には、細い毛が生えていて、先端が曲がっています。ヌスビトハギの実が衣服につくとなかなか取
れないのは、この無数にある曲がった毛が衣服の繊維に引っかかるからでしょうか？
　ひっつき虫の仲間のヌスビトハギは、この辺では「あほ」とか「ばか」とか呼ばれて気の毒な実です
が、マジックテープの原点だったらしいです。
　発明者が、スイス・アルプスを愛犬と歩いていた時に、彼のズボンや犬の毛にゴボウの実がいっぱ
いついていて、それがきっかけで発明に結びついたということです。
　ヌスビトハギではなかったのですが、同じひっつき虫の仲間が原点だったのですね。

　磐梯山が１８８８年に噴火をしてから今年で１３０年です。
　もう少し詳しくお伝えすると「小磐梯を含む磐梯火山が・・・・」と、言った方が丁寧
かもしれませんね。そのため、この“小磐梯”の噴火の様子や記録についてジオパーク
活動を通じて多くお話をさせていただいています。その会話の中で、印象に残っている
ことは、「小磐梯の実際の姿を見てみたいね～」と、お相手の方と何度も想像を膨らま
せる楽しい場面があることです。朝な夕なに磐梯山とともに暮らす皆さんと同じ思い
があることに嬉しく感じています。そして、話はさらに磐梯山の噴火の前の姿や周辺
の人たちの暮らしなどについて、ジオパークらしく『大地と自然と人々の物語』につい
てお宝話を楽しんでいくわけです！

このお宝話について今がチャンスです！
聞いてみたい方や、ご興味がある方は、是非コチラ

　第9回磐梯山ジオパークフォーラムでは、磐梯町を中心に、「磐梯山岳信仰や磐梯
修験」、「国指定史跡慧日寺跡の金堂に復元された薬師如来坐像と会津仏教文化」に
スポットを当て、小磐梯の雄姿も見ていた当時の人々の心象風景に刻まれた故郷の母
なる山に迫っていくフォーラムです。

【 参加費 】
◎講演会のみ …………………参加無料
◎講演会と昼食 ………………1,000円
◎昼食とジオツアー  …………1,500円
◎ジオツアーのみ  ……………1,500円
◎講演会・昼食・ジオツアー …1,500円
申し込み先

磐梯山ジオパーク協議会事務局
☎0241（32）3180

チラシはジオパークHP、または回覧にて
見る事ができます。

磐梯山と信仰の山々～復元された薬師如来坐像を訪ねて～
開催日：11月14日（水）会場：磐梯町中央公民館
《講演会》　時間　9：30～ 12：00　（申込み不要）
　⑴基調講演
　　塚本 麻衣子 氏（福島県立博物館学芸員）　「慧日寺薬師如来坐像と磐梯山」
　⑵筑波山地域と磐梯山 ジオパーク交流
　　高田 正澄 氏（筑波山地域ジオパーク）　「筑波山での徳一菩薩について」
《昼　食》　時間 12：00～ 12：40
　　　　　磐梯町を味わう「おもてなし弁当」（ご注文は要予約です！）
《ジオツアー》　時間 12：40～ 15：30　（申込必要）
集合解散：磐梯町中央公民館　⑴羽山信仰を巡る　⑵薬師如来坐像の世界へ


